
同

立

谷

長

康

宏

九
H
A
二
十
三
日

j
e
震
災
各
地
関
係
者
に
謝
し
見
舞
状
＝
一
一
目
温
品
目
迭
す

十
月
三
十
一
日
：
：
中
等
部
一
年
級
よ
り
今
図
面
吾
首
融
合
設
立
の
事
、
書
類
取
纏

め
布
級
長
よ
り
脳
出
あ
り
直
に
副
舎
長
へ
申
告
す

十
二
月
十
八
日
目

j
－
入
傍
者
松
永
良
詮
〈
中
ご
に
濁
し
て
踏
と
し
て
害
時
間
一

総
是
す

．．．．． 

ご
日
月
十
大
日
：
：
ハ
十
三
年
）
宗
蹴
降
誕
舎

本
年
は
例
年
の
差
川
袋
飾
か
全
騒

L
十
一
ニ
、
十
四
、
二
日
間
地
方
布
教

ι赴

き
十
六
日
夜
附
は
m
学
生
民
情
劇
や
開
〈
、
本
年
は
総
べ
て
委
員
組
織
に
媛
へ

準
備
賀
行
決
算
に
闘
し
て
委
員
会
奥
L
幹
事
此
た
慮
護
す
書
問
布
教
部
は
別

に
総
論
部
殺
に
奉
ヤ
夜
間
演
義
左
の
如
し

順

序

一
、
小
供
舎
宗
歌
午
後
六
時
十
分

一

、

開

舎

宣

言

江

原

幹

事

沓

劇
一
、
大
正
資
坂

官

骨

劇
一
、
親
音
の
限

時
代
悲
劇

一
、
袋
ス

ν
パ
コ

y

一
、
剣
舞

印
度
自
由
劇

一
、
事
者
の
後
半
生

作

者

鈴

一
、
岡
洋
大
奇
術

大
喜
劇

一
、
媒

の

側

一

、

芳

明

蜘

降

誕

の

暁

一

、

閉

舎

の

鯨

江

出

郎

幹

事以
上
午
後
十
ニ
時
宇
閉
幕
。

顧
み
る
に
過
去
一
ヶ
年
の
消
長
は
星
々
線
返
さ
Z
S
行
事
に
は
過
ぎ
な
い
が

確
か
に
墜
徒
の
気
勢
は
進
展
の
問
に
日
夜
昂
ま
っ
て
来
て
居
る
。
院
長
市
川
法

主
か
舎
長

ι、
敬
一
関
笛
木
山
首
庭
師
た
副
一
合
同
長
に
、
小
川
教
授
、
賂
論
部
長
、
中
傑

教
授
文
血
宇
部
長
、
松
木
教
授
運
動
部
長
に
各
師
の
英
裁
に
依
っ
て
幹
事
其
の
貸

務
に
酬
ひ
て
、
一
般
聞
学
生
の
橡
皮
わ
る
発
貨
心
に
仲
吹
か
さ
れ
て
酬
明
か
合
の
面
自

主
方
針
と
や
庚
め
て
行
〈
事
は
何
と
一
去
っ
て

L
喜
ば
し
い
、
事
閣
の
陸
み
が
白

ら
躍
如
と
し
て
山
の
m怖
か
に
輝
き
初
め
て
局
ね
ば
な
5
ま
い
。
来
打
破
ぜ
ざ
る

生
命
者
の
封
時
に
も
の
仰
で
精
挙
か
資
ら
さ
ぬ
の
げ
に
は
行
か
う
。

一一（ 7月）ー
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幕

従
来
の
誘
演
部
も
本
年
度
の
定
期
大
台
に
於
て
僻
論
部
と
改
名
寸

Z
に
去
っ

穴
の
は
。
滋
測
れ
る
気
慨
の
所
有
者
れ
る
一
一
臼
余
の
組
山
生
が
白
然
に
射
し
て

其
の
録
壬
向
か
練
っ
て
居
る
歴
史
は
保
つ
し
て
車
時
で
は
な
い
o
四
季
交
々
或
ひ

は
岩
壁
に
登
り
、
官
同
丘
に
ぎ
り
、
抽
抑
制
密
林
私
文
と
し
て
獅
々
札
の
日
た
絡
げ
て

属
大
事
の
積
重
日
是
が

F
守
ジ
テ
も
誘
演
の
境
か
ら
立
脚
か
鑓
～
て
緯
論
の

希
望
に
百
し
れ
所
以
で
も
あ
つ
れ
ら
う
。
一
一
般
枇
品
刊
の
熔
首
に
M
m
べ
て
も
に
が

殊
に
宗
教
家
の
勧
〈
所
と
し
て
此
の
務
論
の
必
要
か
感
じ
な
い
事
は
な
い
。
同
哨

静
は
人
格
の
撃
で
あ
り
、
人
生
に
お
け
る
最
も
高
い
説
明
で
あ
り
、
人
間
生
活

の
最
大
代
表
で
あ
る
と
云
ふ
。
而
か

L
新
文
化
建
設
に
港
、
き
た
知
ら
な
い
、
急

柁
場
裡
の
民
衆
た
最
も
能
〈
惜
帽
ぴ
得
る
も
の
は
是
亦
偉
大
な
忠
雄
鮮
で
あ
る
。

近
代
の
租
山
雄
鱒
由
民
什
・
其
れ
は
矢
張
り
此
の
事
岡
の
複
に
其
の
曲
門
店
酪
な
材
料

幕

機二

f'.V幕

三

幕

木

教

授

P司

幕



々
取
ら
ね
ば
な
る
ま
い
。
十
二
年
度
に
於
げ
品
此
に
属
す
品
部
報
か
今
二
種
円
い

分
っ
て
大
要
私
見
？
ヲ
。

即
ち
一
は
議
続
的
方
面
及
ぴ
地
方
布
教
と
二
は
山
内
統
敬
及
び
撃
院
定
期
雄

照
合
で
あ
る
遠
統
的
方
百
と
し
て
は

軍
月
十
大
日
・
：
・
東
京
大
崎
日
蓮
宗
中
事
主
催
中
聞
宇
佐
雄
鮮
大
舎
に
本
合
よ

．．．．．．． 

り
中
五
高
山
富
冊
沼
君
か
滋
遣
す
君
は
積
極
一
「
動
割
前
か
越
町
も
』
の
下
に
雄
婦

ら
仮
ひ
好
評
ら
山
内
す
附
滋
人
と
L
て
閥
幹
事
同
行
。

ご
月
四
日
ハ
十
三
隼
－
U
i
－
－
岡
大
崎
大
事
主
健
全
岡
大
撃
機
都
大
舎
へ
本
合

よ
り
高
ニ
幹
事
吃
原
川
市
持
君
た
波
澄
出
席
苦
し
め
れ

所
・
・
・
・
・
・
大
崎
大
畢
誘
致

時
；
：
：
二
月
四
日
正
午
よ
り

，‘ 

．．．． 

演
題
：
：
・
・
流
底
ゃ
れ
剛
い
て

肉
み
に
大
事
雄
総
合
ヘ
多
加
し
れ
事
は
事
関
雄
鰐
奥
あ
っ
て
以
来
最
初
の
試

み
に
し
て
幸
ぴ
在
京
同
志
舎
良
諸
彦
の
際
援
内
い
よ
っ
て
相
宮
な
貴
か
果
す
事

が
山
山
疲
れ
。

四
月
三
日
｜
四
日
・
！
？
依
積
に
膿
じ
て
高
三
関
根
修
君
、
高
一
下
回
光
泉

君
の
ニ
兵
か
切
石
及
ぴ
附
涯
の
小
撃
校
等
に
於
い
て
A

宙
開
布
晶
掛
か
な
し
れ
。

四
月
六
日
；
・
本
郡
飯
宮
村
本
成
寺
の
依
積
に
感
じ
関
税
修
君
出
張
布
敬

か
な
す
。

一
一
月
十
三
、
十
四
日
十
三
年
V
・i
－
宗
祖
降
誕
舎
に
宮
っ
て
本
年
は
改
新
L
て

一
一
日
間
地
方
布
敬
か
な
L
h
h
。

布
教
地
等
は
左
の
如
し

第
一
斑

l
け
切
石
、
飯
宮
、
下
山
方
面

布
教
員

t！
岡
被
修
君
、
下
回
光
泉
宏
、
花
島
寛
端
清

第
二
斑

l
u南
部
、
成
島
方
面

布
教
員

q
l戸
田
周
妙
骨
刷
、
宮
川
指
揮
畠
日
行
、
高
山
惑
忍
宕

第
三
班

1
1内
婦
、
高
得
方
面

布
教
員

H
l稿
品
端
岳
君
、
楽
観
行
倉

中
桐
布
教
に
於
い
て
各
堵
共
適
材
の
閥
係
も
勿
論
め
ら
う
が
叉
一
方
各
州
の
唱
す

主
、
信
徒
諸
氏
の
絡
大
の
援
識
に
倹
っ
て
窓
外
の
功
果
か
認
め
法
袋
持
大
で
あ

つ
れ
ら
し
い
。

第
二
の
山
内
説
教
及
ぴ
定
期
雄
鮮
合
の
情
報
私
奉
ぐ
れ
ば
。
四
み
に
山
内
説

教
は
毎
年
度
初
め
幹
事
其
表
か
製
L
て
順
番
に
試
み
て
ゐ
品
開
係
十
多
敬
に
及

ん
で
居
芯
の
で
是
亦
煩
に
流
る
‘
故
除
か
司
ヲ
o

其
中
、
二
月
十
大
目
〈
十
二
年
）

の
山
内
大
暴
侮
遣
の
み
は
其
の
撃
生
一
般
の
努
力
の
最
も
多
と
寸
Z
虚
が
め
つ

れ
か
ら
設
に
詑
き
う
。

布
教
期
間
五
月
十
五
日
よ
り
大
月
十
二
日
に
至
Z
約
一
宇
月
間
間
幹
事
総

て
の
貴
や
翼
ふ
。

侮
道
祷
組

九
純
・
・
・
2

穏

島

君

、

問

中

君

、

原

君

、

森

島

宗

弘

組

・

・

：

戸

国

君

、

花

鳥

君

、

小

野

君

、

古

川

君

C

縄

！

？

江

原

君

、

松

尾

君

、

池

上

京

、

秦

君

仇

組

：

：

竹

内

君

、

高

山

君

、

山

日

常

、

堀

内

宏

氏
組
：
：
太
悶
君
、
中
傑
君
、
高
崎
君
、
渡
謹
正
）
君

v．
組
：
・
・
野
崎
君
、
富
田
君
、
立
谷
君
、
今
村
万

仏

組

；

：

深

湾

君

、

間

宮

君

、

仙

沼

岡

君

、

風

間

君

札
組
・
・
・
・
・
阿
君
、
渡
漣
｛
泰
君
、
塞
月
君
、
鍋
谷
震

実
問
奉
仕
の
疲
れ
も
慰
得
て
、
高
張
り
た
先
頭
に
校
族
企
噌
幹
事
諮
り
、
線
士

此
に
聾
援
や
加
へ
校
歌
か
謡
ぴ
乍
ら
吉
一
門
か
ら
m
T
問
屋
前
の
布
教
陣
地
戸
進

み
行
〈
夜
の
若
債
の
樹
博
道
の
姿
た
見
穴
度
に
、
思
は
？
戸
外
F
h
飛
び
出
て
喝

一一（ 76）一一



車
れ
す
る
の
で
あ
つ
れ
。
新
ふ
し
れ
若
き
曲
学
借
聞
の
敦
化
の
手
に
よ
っ
て
霊
山
費

め
な
ぱ
：
：
・
の
希
望
ル
隠
し
な
く
標
示
し
て
行
〈
憶
山
仰
は
何
時
の
何
時
迄
．

驚
峰
白
他
の
耳
柔
か
鳴
ら
し
て
く
れ
る
大
き
き
で
あ
ら
う
。

定
期
総
線
大
合
・
・
・
：
・
・
：

十
一
月
七
日
・
：
・
第
二
事
期
選
出
雄
帰
大
舎
本
日
午
後
一
時
主
ゆ
開
催
、

遠
藤
、
鈴
木
、
小
川
、
松
木
、
猪
口
論
教
授
臨
席
、
午
後
四
時
閉
舎
0

7

ロ
P

ヲ
ム

開

舎

の

齢

野

崎

幹

事

官

仙

の

伶

侶

に

中

一

野

崎

政

信

肴

大

地

に

足

づ

げ

中

二

国

代

寛

秀

君

事

ぴ

の

雄

中

三

森

島

見

薩

君

五

日

凶

民

性

の

後

輝

中

四

池

田

議

良

君

背

春

の

目

醒

め

中

五

池

上

界

光

君

法
華
終
の
哲
由
学
的
措
H
縦

と

精

進

の

一

時

高

一

鈴

木

正

光

R

哲

理

の

人

生

よ

り

高

ニ

稲

島

瑞

岳

宥

齢

仙

の

夢

の

問

に

高

三

太

田

純

志

お

講

評

小

川

線

論

部

長

閑

舎

の

僻

江

附

郎

幹

事

二
月
二
十
三
日
・
・
：
第
三
個
学
期
選
出
雄
師
聞
大
台

プ

ロ

グ

ラ

ム

開

舎

の

僻

生
命
の
祭
坦
に
額
苦
て

枕
れ
に
山
一
的
L
て

永
遠
な
あ
青
年
の
意
綴
や
愛
ぜ
よ

腕

き

よ

り

カ

ヘ

中中 •I• •t> 
四三二一

凡

戸

崎

北

J

A

干

邑
F

＆
府
ln

＆
b
’

企

叫

す

叫

a軍司

近

藤

宙

描

醐

咽

砕

打

平
地
桶
明
骨
制

品
噌
永
大
謙
世
相

今

村

嘉

悦

R

願
望
の
苔
に
立
ち
て

心

強

の

苦

悶

大
師
事
雄
鶏
舎
報
告

日
蓮
上
人
の
人
生
視

講

評
問

舎

の

線

以

上

静
寂
な
霊
山
法
閣
に
而
か
も
斯
ふ
し
れ
若
人
の
群
が
化
の
地
に
民
に
芽
生
～

て
、
生
命
線
上
に
雄
帥
掃
の
苑
か
鎗
ひ
見
て
、
白
由
と
、
箆
醇
と
、
貧
爆
と
、
犠

牲
と
に
漏
れ
き
れ
れ
人
格
と
成
り
縫
っ
て
雄
舞
の
世
の
程
上
に
其
の
永
年
月
の

積
塗
か
週
間
る
時
喉
か

L
、
吾
に
訓
～
大
事
が
F
Y
ナ
に
か
嘉
し
て
〈
れ
る
ダ
ロ

守
、
大
空
の
国
聞
に
も
似
て
何
等
の
妨
害
な
告
比
の
試
練
の
自
然
と
息
み
の
時

間
と
か
設
が
一
番
活
用
し
て
此
の
美
風
者
れ
る
月
桂
た
冠
む
る
の
士
は
誰
グ

ロ
1
0

一
九
二
四
、
：
・
二
、
「
白
線
記
〉

中

五

高

山

惑

忍

君

高

一

佐

野

支

祭

君

高

ニ

江

原

亮

富

男

君

高

三

岡

狼

修

君

小
川
熊
論
部
長

野

崎

幹

事
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物
質
女
別
文
化
で
築
晶
、
上
ら
れ

L
撃
の
都
も
昨
年
九
月
一
日
突
如
と
し
て
誕

ぴ
来
つ
六
震
災
の
傍
め
、
果
敢
な
い
運
命
日
依
っ
て
破
模
さ
れ
て
し
ま
つ
わ
h
o

人
間
の
手
で
遁
つ
れ

L
の
に
ど
ん
な
に
し
れ
っ
て
不
滅
の
生
命
た
賦
奥
す
る
事

が
出
来
様
筈
は
な
い
。

し
て
見
れ
ば
物
質
文
明
の
賜
物
も
大
向
然
の
前
に
は
な
ん
の
威
力
に
に

L
な

い
で
は
な
い
か

今
ま
で
宗
激
と
ド
ふ
も
の
に
何
等
理
解
な
き
祉
舎
の
人
＃
は
此
の
災
あ
っ
て

以
来
宗
教
の
偉
大
な
二
と
に
目
醒
め
宗
教
祭
斧
の
観
念
が
増
し
て
き
わ
h
c


